




















 

山形県中小企業家同友会 委員会だより 

 

 

 

【社員共育委員会】 
 
「プロジェクトマネジメントについて考える」 
 

社員共育委員会では毎月第 3 水曜日に委員会を事務局にて開催しています。 

その中で「学習会」という時間をとり、決められた報告者が問題提起をし、討論しています。 

先月はＴ社長から、「プロジェクトマネジメント」について問題提起をして頂きました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「ストレスなく確実に儲かる仕組みの為の進捗管理」「スケジュールが正常に進む仕組み」 

「報告が自動で上がってくる仕組み」を目標に、プロジェクトの進捗管理の仕組みを運用し始めた。 

現在の仕組みとしては「作業時間報告書の進捗欄」「週末の週報」「月曜の進捗会議」「白板のタスク管理」があ

る。 

しかし現状では社員一人ひとりが利益を意識した仕事になっておらず、プロジェクトの遅れが出る事もある。 

進捗報告の仕組みを通して、自立した仕事 (お客様満足・会社満足・自分の満足を考えて)をするようになって

ほしい。 

進捗管理について各社ではどのような事例があるか参考にしたいと問題提起されました。 

討論では 

「社員とのコミュニケーションのやり方はどうか。やりたいこと・目的が社員に伝わりやすいような文章になっ

ているか（冷たい言い方ではないか）」 

「末端の社員ではなく、その上の幹部社員が重要。幹部本人が自らやろうと思っているか？」 

「激務で仕組みに対応する余裕がないのではないか。心の余裕が必要では」 

「社員目線になるには自分 (社長)自身が楽になる必要がある。社長にそういう姿勢があると社員にも伝わり社

員も楽になることがある」 

「幹部は数字の目標にばかり目がいき、仕組みが理念からつながっている意識がない。社長が幹部に対し、理念

から仕組みの目的を説明する必要がある」 

「一つのプロジェクトに対し、チーム (4～5 人)を組み、週一回会議をしている。課題をひとつずつつぶして作

業の効率化を上げている」 

「進捗報告のためのスケジューリングがあるか。スケジューリングでＰＤＣＡがまわせているか」 

「進捗報告では残った仕事は何なのかを聞くようにする。そこから管理者が先行管理をできるようにする」 

「社員は実務を通して学ぶ。実務を回して社員を成長させる事が重要」 

「プロジェクトマネジメント研修等、外部研修 (中小企業大学など)を利用するのも効果的」 

等の意見があり、進捗管理の実務と人材育成について学び合いました。 

 

プロジェクトマネジメントを失敗すると収益性が極端に悪くなる場合が多々あります。しかしながら実際にやっ

てみなければマネジメントスキルも上がらず、より高度で収益性の高い仕事を受注する事が出来なくなります。 

知識を得て、実行し、学び・改善し業務遂行と人材育成の両輪を回していく事が大切だと学びました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

こんな学習会をしています。自社の経営課題をお持ちになってゲスト参加してみませんか？ 

 

【次回社員共育委員会】 

■日 時：２月２１日（水）１７：３０～２０：００（基本的に毎月第３水曜日に開催してます） 

■会 場：山形同友会事務局（山形市南館 3-26-26 スタジオ・アヴァン 102 電話 023-645-5500） 

※同友会事務局に電話１本でＯＫ！ゲスト参加お待ちしております。 

山形県中小企業家同友会 

委員会だより 
2017 年度第 8 号 2018.2.1 発行 

山形県中小企業家同友会 

山形市南館3-26-26 ｽﾀｼﾞｵｱｳﾞｧﾝ 102号 

ＴＥＬ：023-645-5500 

ＨＰ：http://yamagata.doyu.jp/ 
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【経営指針委員会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営指針委員会は『経営指針をつくる会』修了生の希望者と受講後 3 年未満の修了生で組織し

ております。これまでは経営指針をつくる会のプログラムや運営に偏った運営となっておりまし

たが、今期のスローガンでもある『全国ナンバー1 の実践力を目指す』を基に委員会では実践交

流の学習会を行っています。委員会は毎月第 3 金曜日 17 時 30 分より開催しております。 

 

第２３期「経営指針をつくる会」に向けて 

いよいよ今月の財務セミナー（2 月 13 日）を皮切りに第 23 期『経営指針をつくる会』が開講

となります。 

今回は先月行われました「経営指針を知る会」について報告いたします。経営指針委員会は第

22 期の受講生が 4 人（無事卒業）だったことを踏まえ、一人でも多くの山形同友会会員に中同協

の根幹でもある「労使見解」「経営指針」を拡めるためにも、各支部での開催や会員以外のゲスト

でも参加できるようにオープン参加での「経営指針を知る会」を開催しました。 

庄内支部では最も例会参加率の高い 12 月の支部例会及び望年会を『経営指針を知る会』として

開催していただきました。1 月 19 日の『経営指針を知る会』では会員が 6 名、ゲストが 3 名受講

していただきました。 

『同友会らしい経営指針づくり』と題し、（株）カーサービス山形の小川副委員長より報告いた

だき、経営理念から 10 年ヴィジョン、経営方針から経営戦略までの流れ、それを考えるにはまず、

自社の現在置かれている環境、自社の経営資源をきちんと理解することからスタートすることな

ど報告されました。自動車業界の現状やこれから起こるであろう業界再編のことや自社の現状も

報告の中に組み込まれわかりやすく報告されました。 

今期は庄内支部のみでの開催でしたが、来期も継続して支部開催をして行きますので支部から

のご依頼お待ちしています。 

 

その後の委員会では『知る会』のまとめをし、『つくる会』の受講生の上限人数を 8 名と決める

ことや修了生の各期別のリーダーを決め、各期から『つくる会』への助言者としての参加を依頼

するなどを決め、財務セミナーでは（株）オネテックの斎藤常務より講義をしていただく事やス

ケジュールを確認しました。 

そして、学習会では前期受講した（株）共栄印刷の涌井社長から指針を成文化した後に起こっ

た問題（社員間の温度差）や課題（理念をどのように伝えていくのかなど）を報告いただき、委

員会参加者みんなで、アドバイスや自社で実践している 

例などを話し合う学習会となりました。 

 

経営指針委員会ではこれからも経営指 

針成文化運動に注力し、実践における学 

びの場として活動していきたいと思います。  


